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要 旨 ：提案する ピロ テ ィ 架構の補強方法は ，上下の 梁に圧縮抵抗型ブレ
ー

スを設置するこ とで ，

ピロ テ ィ階の水平剛性 ・水平耐力を増加させ ，柱の高軸力を抑制するもの である。 今回は ， ブ

レース の設置角度と接合部形状を変数とした上梁の 支圧実験 と ， モル タル 充填深さを変数とし

た基礎梁の支圧実験を行 っ た。 そ して既に提案 して い る支圧耐力の評価方法を検証 した 。 その

結果 ，接合部の形状は施工が容易な直方体でも十分で あ り ， 基礎梁の モ ル タル充填深 さは 梁せ

い の 118で も十分な耐力が得られた。 また，支圧耐力の 計算値は ，上梁の実験値を± 109／e の誤

差の範囲内で推定で きた 。
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1 ，はじめに

　本研究は ， 既存RC ピロ テ ィ架構の 耐震補強方法

に関する研究で ある。補強方法 o は図 一1 に示すよ

うな円形鋼管 と局部的にハ ツ リと っ た梁の 一部に ，

一体的に高強度モ ル タルを充填した圧縮抵抗型ブ

レ
ー

スを設置する方法で ある 。 こ れに よ っ てピ ロ

ティ階の水平 剛性と耐力を効率よく増大させ ， 水平

力に伴う柱の変動圧縮軸力をブレ
ース に吸扠させ て柱

の高軸力状態を回避する こ とを狙 い として い る。

　本論文ではブレ
ースが設置される上梁と基礎梁の

支圧耐力を加力実験によ り明 らかに し，既往の実験

も含めて ，既に提案して い る支圧耐力の 評価方法
2）

を検証して い る。

2 ．上梁の支圧実験

2 ．1 実験目的

　図
一2のブレ

ース設置角度θを60°

，70
°

．90
°

と

変化ざせ た場合と，モ ル タルが充填される接合部の

表
一 1 試験体名称 ・変数の

一覧
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表
一2 使用材料の力学的特性
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（応力単位 ：剛驢 め

モ ル タル 74．2E8
（xlO   σ y σ 9

D6 1．93 392 541
鉄筋 2．5 172 352 436

｛ σ ． ：コン　 ■ 一　　 　　 ．．σ ・
：モ 呷　 ’

Es ：鉄筋の ヤ ング係歐 、σ T：降伏応 力度，o ，：引張強度

广广「广

　 接　 郁

§

§

霧

§

§

　　　　F
　　　 F尸内、窄匸
モ レ　 ル　　．

　 　 丶．

ブ レ
ー

ス

L7500

ほ u u

図
一 1　提案する補強方法　　図一 2　試験体の形状 ・配筋 。 寸法 図

一3　接合部の詳細
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形状を台形柱，直方体と変化させた場合の上梁の 支

圧特性を把握する 。

2 ．2 試験体

　図一 2 に一刊列として θが60c の 言鵡彙体の形状 ・配

筋 ・寸法を示す 。 縮尺は同時に行われた架構試験体

に合わせて実大の 1！5 とした 。 図
一3 に 接合部の詳

細を示す 。 接合部の形状は台形柱（Ar タイプ）と ， 直

方体（AR タイ プ）の 2 種類で あ る 。 台形柱は ブ レー

ス の圧縮力を梁に分散させ，梁の支圧耐力を増大させ

る狙 い で これ まで採用してきた。直方体は接合部の範

囲を小さくし，ハ ツ リ工事を容易にする狙い である 。

　表
一1に試験体名称と変数の

一
覧を示す 。試験体

数は 2 種類の接合部形状 とブレース 設置角度 θを

60
°

， 70
°

， 90
°

と変化させた計5体である。 θが goe

の 場合は台形柱と直方体の 接合部は
一
致する 。 台形

柱の接合部は 図
一3 （a ）に示すように P1，P2，P3，P4

を結ぶ台形を底面として梁幅を高さとする四角柱で

ある。各点はブト スのモルタル断面の左右の端から，

ブレ
ー

ス の 材軸に対 して ±45°

の 角度をなす2本の

線と，材軸と直交する線の交点をPl とP2 とし，こ

れ らの点か ら梁の下端面の水平線に おろす垂線の交

点をP3 とP4 として い る 。 梁の 下端面からブ レース

の材軸上 で の モ ル タルの深さSm を梁せ い D の 1〆4

とした 。 直方体の接合部は図一3 （b）に示すよ うに

Sm を D14とし，水平長さを P3 とP4 の距離 とした 。

　接台部は コ ンクリー ト打設時に型枠内に ス タイロ

フォ
ームを設置 し，コ ン クリート硬化後 ，それ を除

去して形成した。 モ ル タル の 充填は試験体を図一5

の よ うに置い て
， 上方から鋼管内に流

し込み充填した。また ，図
一3 に示す

よ うに，ブ レース の 上下5  は雛 か

ら梁に直接，圧縮力が伝達しない よう

に鋼管を縁切 りして い る。

　表
一2に使用材料の力学的待性を示す。

モル タルには早強セ メン トと普通砂に

無収縮剤を添加 したもの を用い た。

2 ．3 加力方法と変形の 測定

　図一4 に加力状況 と変形の 測定状況

を示す。試験体は耐圧試験機に設置 し，

ブ レース に
一
軸圧縮加力を行 っ た 。 変

0

050505032211

形は加力板から壁下端の間の変形を測定 した。

2 ．4 破壊状況と荷重
一
変形関係

　図
一5に破壊状況を示す 。 図中に は初期ひび割れ

を太線で示し ，ひ び割れが発生 した荷重と最大荷

重Pmaxを数値で示す。 全試験体とも支圧 破壊した。

破壊経過は試験体 AT −70
．
AR −90

．
AR −70 で は最大

荷重以 前の約 0，80〜 0．85P   で梁側面の コ ン ク

リー ト部 分 に 縦の 割裂ひ び割れが発生 し，試験体

AT −70，AR −90．AR −60，AR −70では最大荷重時直前で梁

上面にひび割れが発生 した。こ の時に梁との境界の

鋼管が縁切りされた区間でモル タル の 表面がわずか

に剥落し，最大荷璽以降 ， その モ ルタル部分が梁内

　　　　　　　圧縮　　　　　　　　圧縮

　　 図一4　加力状況と変形の測定状況
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す　　面
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　図一5　 破壊状況と破壤メカニ ズム
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にめり込む破壊形式にな っ た。破壊形式は図一5 （c）

に示すように梁が非対称な破壊機構で支圧破壊 した。

　図
一6 に圧縮荷重一変形関係を示す。 図一7に圧

縮応カ
ー

ひずみ 関係を示す 。 圧縮応力は鋼管の 内径

の モ ル タル の断面積で 圧縮荷重を除したもの とし，

ひずみは変形をブ1− 一一一ス の材軸の延長線が梁内を横

切る区間 Dlsin　e （D ：梁せ い ）で除してい る 。 い ず

れの試験体で も支圧破壞したため最大荷重以降 ， 耐

力低下が生 じて い る 。 接合部形状の違い による差は

あま り観 られなか っ た 。

2 。5 支圧 耐力の実験値の検討

　表一3 に各種荷重の実験値を示す。支圧強度 σ ・

は最大荷重をブレース の モ ルタル断面積で 除 した

もの で ある 。 また，表
一3 中に この支圧強度をコ ン

クリートの 圧縮強度 。 OB で 除 した強度比，κ B，モ

ル タル の圧縮強度 M σ 。 で除 した強度比m κBを示す。

図一8 （a）に支圧強度 σ・とブレ
ー

ス設置角度 θの関

係を示す。 θが 60
°

に近づくに つ れ ， 支圧強度が高

くな る傾向が観られ る 。 図一8 （b）に コ ン クリー ト

の支圧強度比 。 κ B とブレース 設置角度 θの関係を

示す 。 どち らの関係で も接合部形状に よる違い はあ

　　　　　表
一3 各程荷重の実験値

試験 体 名 θ （
’

）
　 P併
（翼 1鰍 助 （隔 ）

・・／・
　 σ b

  ／翼♂）
c κ 5 ・ κ 8

AT−6060 不明 24．2 不明 105、32 ．81 ．4
酊
一707020 ．023 ．70 ．844103 ．12 ．81 ．4

岨
一gogo 書9．423 、10 ．840100 ．52 、71 ．4

岨 一6060 不 明 24．2 不明 105．3281 鴻

胡
一70 了020 ．024 ，丁 0．810107 ，52 ．91 ．4

Pcr：切朗ひび耐れ荷■，　Pnax：最力尉力，σ 」 ：支圧強度

c σ 6 ：コンクリ
ー

ト圧謹幽度←37，3鳳〆■げ）、． σ r ：モルタル emc ＝74．2 剛   ）

120

too

80

ab （N／ 
2
〕

o 丶 魯 一一
  、ム

60
　 50　　　50　　　70　　　80　　　90　　　100　50

　　 （a）σ b
一θ関係

i纛蓬 、 1
2　 。 T^7 イ ブ　

s”fM’e・125
　　　 。．6

1　 AkRS 　・tプ　　　　　　　・ a ・ 0・4
　 ・ 3／8モ ア ル　　　　　　CNf　，m 　

，
）　
O・　2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．00

　 　 　 　 5

　 　 　 　 4

　 　 　 　 3

eAl タイ ヲ　　2
ム 岨 タイ プ

　 　 　 　 1
　 　 　 θ
　 　 　 　 0

c κ 8 　　 S，！0司 375

厳 紺
》 一

喰 ＿＿＿．＿，t

まり観られなか っ た 。 また同図には試験体の縮尺が

3rsで比較的寸法が大きい 実験のデーダ ）も示す。 試験

体の詳細に つ い て は文献を参照されたい 。図
一8 （⊂）

に 。κB と。 σ B の関係を示す 。 既存部分の コ ン ク リ
ー

トの圧縮強度が高くなるに つ れ κ B が低 くなる傾向

が観られ る。 図一8 （d）に m κB と。 σ B の 関係を示す。

全試験体 とも 。 κ B が 1．0よ り大きくな り ，
モ ル タル

の圧縮強度より大きな応力に耐えて い る 。

2 ．6 支圧耐力の計算方法

　筆者らD は上梁の 支圧耐力を評価する極限解析モ

デルを提案して い る。その概略を以下に述べ る 。 詳

細につ い ては文献を参照され たい。

　 θが90
°

の場合の破壊メカニ ズムを図一9 に示す。

壁側には三角柱状の くさびが ， ブレ
ース 側に は 円錐

形の くさびが形成され，それ らに挟まれる範囲に引

張分離面が形成される 。

　くさびがすべ り破壊 したすべ り面と引張分離面の

エ ネ ル ギー散逸率の和と，外力の仕事率を等 しくお

くこ とに よっ て誘導 した支圧耐力式を式（1）に示す。

Pb− 0．183　（sA 　c
’
cfc ＋ sA 　m

’
”mfc ）

　　　　　　　　＋0，18・tA ・c．f・
e・Sdi6

　　 （1）

　 こ こ に ，sAc ；すべ り面の コ ン クリー ト面積，

　 cfc ：コ ン クリー ト
ー

軸圧縮強度 ，、ん ：すべ り

　 面のモル タル 面積，mfc ：モルタル
ー軸圧縮強度，

　 tA ：引張分離面の 面積

　以上は θが 90 °

の場合に適用できる支圧耐力式

で あるが ，θが 60°

と 70°

の試験体に つ い て もθが

90° の モ デルをつ ぎのように準用する 。

OAT タ イ ゴ

AAA タ イプ
03 ／8 − 夢 ル

　 　 　 　 θ

20　　　 25　　　 30　　　 35

　 （匸）（ κ 8
−

（ aB 関係

　　　　 　　 図
一8

60　　　70　　　80　　　90　　　100

（b）． κ B
一θ関係

m
κ s 　　　　 tCOt＃慶

　　　　　婁験値　　　囗

繍 ヤ
瓢

　 　 　 　 Sm 〆D＝O．125
0AI タ イ ブ

ム ARタイ ゴ　　　　　　　c σ 麟

03 ！3モ デ’」　　　　　　　　　　（閧／旧 酌
，

40　　　20　　　　25　　　　30　　　　35　　　　40

　　　 （d）mKe
−

⊂σ B関係

諸因子 関係図

・

図 一9 　θが 90
°

の場合の破壊メカ ニ ズ厶
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　図一10に示すような，ブレースの材軸を延長した線

を断面線として切り出される断面を梁断面とする梁が，

ブレース の材軸に対して直角におかれ てい る仮想の状

態を考える。仮想の梁は ， 梁せい が Dfsin　e ，モ ルタ

ル深さがブレース の軸線上 の深さ Smrsin　e とする。

　図
一 11の点 0

’

，P
’

．Q
’

　 ．R
’

は，図一 10の点

O ，　P，　Q，　R，を ，仮想の 梁の材軸に対して直交方向に

移動した点であ る。 点 0
’

，P
’

，Q
’

，R
’

に 囲まれ

た内部エ ネルギーを表す面積は，点 0 ，P，Q，R ， に囲

まれ た内部エ ネル ギーを表す面積にほ ぼ等 しい 。

それに基づ くと，図一10の 仮想の梁の支圧耐力が ，

図
一11の実際の梁の支圧耐力に ほぼ等しくなる 。

2 ．7 支圧耐力の計算結果

　表一4 に計算結果を ，図
一 12に計算値に対する

実験値の比を示す。 材料強度は表一2の 値を絹い て

い る 。 また同図中に ， 前述の縮尺が 3／8の試験体の

もの も示してい る。 計算値に対する実験値の比は全

試験体とも約 1±O．1の範囲にあ り，計算値はよ い対

応となっ て い る。

低下 させる可能性があり ， ひび割れが発生した状態

の 基礎梁 の支圧特性を実験に よ り把握する。

3 ．2 試験体形状

　図一　14に試験体の形状 ・ 配筋 ・寸法を示す。縮尺

は実大の 1／5 である。試験体数は計2 体で，ブレース

を接合する基礎梁の接合部の形状は直方体とし，設1

角度θを60
°

としてい る。 変数は接舎部の深さSm で ，

梁せい D の 118，114の 2種類とした。 ブレース の 鋼管

を設けない匿間は前述の上梁の試験体と同じである 。

　表一 5 に試験体名称と変数の
．一

覧を示す。 表一6

に使用檸料の力学蝴 寺性を示す。 コ ンクリ
ー

トは上梁試

験体と匿時に打設しており，特 性は表
一2 とほぼ同じ

である。 主筋D6 も表一2 と同じもの を使用して い る 。

3 ．3 加力方法と変形の測定

　加力は図
一15に示すように 3段階で行っ た。 加力段

階 1では，図一　16に示すように柱に引張加力を行い ，

柱脚部に 引張ひび割れ を生じさせ た 。 引張力は
， 柱

の 降伏引張力の 74％ の約92kN まで加力した。 加力

　　　　　表一4　 計算結果と実験値

3．基礎梁の 支圧実験

3 ．1 実験目的

　1階柱 ・
フ
ーチング ・直交梁が

一
体 とな っ た基礎

梁の支圧特性を把握する 。 ブレース で補強された架

構には ， 基礎梁の まわ りに　
図一13に示すような応力が

生じる 。 左側の柱で は，引張

力による引張ひび割れが発

生する 。 また右側の基礎梁

の上端側では曲げひび割れ

が発生する 。 こ れ らの ひび

割れが基礎梁の支圧耐力を

4208642011

ー
ハ
UOOOO

　

櫻

鳳
志
＼

運

麟
蝋

接合部

形 状

番号 試験体名 計算値 実験値 験値／計 算価

o． 1 1．1
文 献1）

閥o．2
髄o，3EGW

−60−23−0．25
【倒一6〔ト33−0，257338377948071

．080
．96

No．4E   一6卜 28−0．3758658390 ．9ア
o． 1

湘D，5 AI−70 2462370 ．96
本 年度 閥o，7 AR−go 2322310 ．99

嚇o．8 AR−60 266242o ．91
閥09 AR−70 2462471 ．00

図
一 10　θが変化する場合の 支圧

　　耐力を評価するための仮想の梁

　
図 一11 仮想の梁と内部エ ネルギー

　　　　 が等しい破壊メ力ニ ズ厶

　　 　 　 　 　 　 　 Scale： 3／8

……：ヤ 三♀：≡三：三蛋：三ワ：三：

　 Sm／D＝0．125　　　　　　　Sm／D＝ 0．375

　　 　 　 文献 1）の 試験体

Scale ： 1／1…．．．．．．．．．＿ ．．．．＿ ．．．．『『乏ll．1．．
…三ぎ三三

蟹
漁

ヲ タ r τ
　 　 　 　 　 　 　 　 θ＝70°

　　　　　　 本 年度の 試験 体

閥o．1　　　四〇．2　　　　國o．3　　　　No．4　　　　閥o ．5　　　閥o ．6　　　閥o．7　　　　酎o ．8　　　　Ho．9

一 一
　　　　　　　　 図一 12 試験体別計算値に対する実験値の比
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段階 2では ，図
一17に示す状態で試験体を弼圧試験

機に設置 し ， ブレ
ー

スに 50kNの圧縮力を加えて試験

体の 回転を拘束し ， 基礎梁に曲げせん断力を約 10kN

加力して基礎梁上端側に曲げひび割れを発生させた。

この 時，フーチン グと基礎梁の境界の曲げモ ー
メ ン

トは基礎梁の 降伏モ ー
メ ン トに 等 しか っ た 。 加力段

階 3では ，
こ の状態で ブ レ

ー
ス へ の 圧縮加力を再開

して基礎梁が支圧破壊す るまで 加力を行 っ た 。 変形

につ い て は図一17に示すように加力板 とフ
ーチング

の 上面の区間を表裏の 2カ所で測定した。

引

図 一13

・

3 ．4 破壊状況

　図一18に各加力段階の終了時の破壊状況を示す。

図中には初期ひび割れを太線で示 し，ひび割れが

発生した荷重 Pcrと最大荷重 P  を数値で示す 。

加 力段階 iで は ， 柱へ の引張加力に より基礎梁が取

り付かない側の面に ひび割れは生 じたが ，基礎梁側

の柱面に は生 じなか っ た。原因は直交の基礎梁や梁

問の基礎梁の コ ン クリー
トと基礎梁の 折り曲げ定着

部分の拘束による 。 その後 ，最大荷重までそのひび

割れが拡大するだけであ っ た。 加力段階 2では ，曲

げモーメン トによりモ ル タル とコ ン クリートの 境界

に曲げひ び割れが生じた。 加力段階3では ， まず ， モ

ル タル充填部側面にブレース軸の延長線 1二に割裂ひ

び割れが生 じ
， その後，

モ ル タル 充填部上面に ひび

基礎梁まわ りの 応力状態

基礎 梁

授 合邸　　 。

1繭 ，・

嚢
・梁

薙□ 。霧
冴撫

フ ー
チ ン グ　　　

卩

表
一5 試験体名称 ・変数の

一覧

試験 体 名
夫塙

漂さ翫
播臼部

形松
柱 主筋 帯 筋 璽主筋 あば ら筋

以験体正式
　 名跡

3−＞85

−1／49

〆8D

／4

直方 休

　10−D6Pg
富1、6筋

Pt 呂06 臨

　φ25
　 030P
曜 O．23覧

上蝦
・
下端

　 3−D6Pt
＝0、53、

　φ2，5
鰤

PrO、27覧

EF臣 60−37−
OI25 −1／5EF
← 60−3アー
O、25−1／5

睥
　　轡

n

・9
直 交 ME 筋

　毒灘霧
6

　 　 φ2．5噌40

驪驪 徽 觚 黻 砧 タル

　 　 B −1／e：S 国FD ／8
　 　 （EFG−60−38−O．125−1〆5）

　 　 B −1／4 ；S 剛＝D〆4
　 　 正FG−60−38−0．25−1／5）

　　　　　 図一 14

表 一6 使用材料の力学的特性
o σ 8m σ o

コ ン ク リ
ー

ト 36．9
モ ル タル 744

（応力単位 ：膨圍 F）

ES 饕 10う σ σ B

鉄 2．51 ．89 371455

量
坐
下 靖 筋 ［上 娼 筋

H 型鍋

聾
　
力

1
加

階
張

段
引

力
の

加
へ

　
柱

　　　
PL

　
9
塾

　試験体の形状 ・ 配筋 ・寸法

　　　 丶
　　　　圧 縮

　　 　 ◎

難
糠

劉
プ レ

＿
ス N

　 　 　 　 　 　 　 　 M ＝ MM

　 　 　　　　　　　　　　 30e

　　　 加 力 段階 2 　　　　　 加 力段階 3
基 礎梁へ の 曲 げ せ ん 断 加 力 　ブ レ

ー
ス へ の 圧 縮加力

図 一15 加力段階の プロ セス

（σ t ：コン ク リート圧縮強 度 ．．Os ：モル タル 圧縮弧度 ，
Es ；鉄筋のヤン グ係散 ．aT ：隆伏応力度，σ ，

；引張 強度

隈

曾
弓

引 張 含

一ル

サル

図 一 16　加力段階 1の加力状況

　 2coe

圧縮

蹴

幽
図

一 17　加力段階 2 ・3 の

加力状況と変位の 測定状況
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　 含　　　　 含

誥． 測
　 　 　 P（r＝59．05kN
　 　 　   ⇒2L　43剛

5 口鍵

　 （a）加力段階 1
　　　　　 図 一18
30 　

2520151050

　　　（b）加力段階 2

各加力段階別の破壊状況（B−1／8）

　 　 01234567

　　　　 図
一 19　圧縮荷重一変形関係

140　
12010080604020

　 0
　 0　　 　 　　 　 2　 　　 　 　　 4　 　 　　 　 　 6
　　　 図一 20 圧縮応カ ーひずみ関係

割れが生 じた 。 ひび割れ は コ ン ク リー トに ま で 拡

大 した後 ，最大荷重に達して支圧破壊 した 。 モ ル

タル充填深さの 違い によ る有意な差はなか っ た 。

支圧破壊の 範囲は基礎梁の範囲内に収ま り ， フ ー

チ ン グや柱に破壊は進展しなか っ た 。

3 ．5 荷重一変形関係

　図
一19に 圧縮荷重一変形関係を示す。図 一20に

圧縮応カー
ひずみ 関係を示す 。 圧縮応力は鋼管の

内径の モル タルの断面積で圧縮荷重を除 したもの

とし，ひずみは圧縮変形をブレ
ース の 材軸の延長線

で基礎梁上端か らフーチ ング上端の区間O．5D〆sin　e

（D ：梁せい ）で除してい る 。

3 ．6 支田耐力の実験値の検討

　表一7 に各種荷重の実験値を示す。 支圧強度 σ b

は最大荷重をブレース の モ ル タル断面積で 除したも

の で ある 。 また表
一7 中に こ の支圧強度をコ ン ク

リートの圧縮強度で除した強度比c κ B，モル タルの圧

縮強度で 除した強度比 m κ B も示す。モ ル タル深さが

　 　 　 　 　 　 　 　 4
　　　 ’

　　　　　　　　3 　

　　　　　Q ，

　 　 　 P⊂ r＝1SS．9k閧
　 　 　 　 　 　 　 　 1
0 　　　　0 　　Pmax＝2SU＿1k曄

1
’
l　　 　　 o

　　　　　　　　　　塁 9 甲　8888°
　　

°
　　　　　　　　　 山　 土　 宅　 ？　 髪　 髪　 E

（C）加力段階3
　　　　　　　　　 図一21 各支圧強度比

　　　　　　　表一 7 各種強度

試験体名 Sm 　P
。r

（xlO 鵬

　P■属
（x10k 囲》

Pα！P腮 　σ b

（髑〆  ｝
c κ B 躙

κ B

B−1／8B
−1〆4D

／8D

／413

．619

．023

．224

．30

．590

、了8100

．9105

，72

，72

．91

．41

．4
Pcr ：初期ひ び割れ荷重．　Pmax：最大耐力，σ b ：支圧強度

c σ e ：コ ンク リート庄縮強度 ←36．9 剛  
2）

、OB ：モ ルタル圧縮強度 ←74．4 瞠加 の

D14 の 試験体の 耐力に対 し て D 〆8 の耐力 は 95％ と

な っ たが，モ ル タル深さの違い ほど支圧耐力は減少

して い ない 。 図一21に コ ン ク リート支圧強度比を

上梁試験体と比較 して示す。上梁に対 し基礎梁の支

圧強度比はほぼ等しくな っ ている 。

4．まとめ

（1）上梁の支圧耐力は ， ブ レース 設置角度θが 90
°

　 か ら60
°

に 変化する に つ れ て 増加する。

（2）梁の支圧耐力に つ い て は，今回の台形柱 と直方

　 体の形状の違い による差はほ とん どない 。 施工

　 性を考慮する と，台形柱よ りも直方体を採用す

　 るほ うが良い 。

（3）既に提案 してい る支圧耐力式の計算値は ， 上梁の

　 実験値を± 10％ の誤差の 範囲内で推定で きた。

（4）基礎梁部分の支圧耐力は ，基礎梁や柱に ひ び割

　 れを生 じて も上梁と同程度期待できる 。 モル タ

　 ル の深さは D／8 で も十分な耐力が得 られ る 。
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